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平成２８年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

近成昌行 

●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27 年 11 月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の五つの重点施

策を柱とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 

重点２「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 

重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 

重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 

重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」 

以上、五つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育成

する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民の期

待に応えるよう教育行政を推進していきます。 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

６８人 １６１人 ２２９人 

一般会計 １，８８１，２２０ 千円 

特別会計  千円 

計 １，８８１，２２０ 千円 

（うち人件費） （ ５２２，９３０ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

と学習環境の改善

を図ります。また、

中長期的な維持管

理等に係るトータ

ルコストの縮減及

び予算の平準化

と、学校施設の機

能及び性能を確保

することを目的と

した学校施設長寿

命化計画を策定し

ます。 

① 学校施設長寿命化計画の策定 

学校施設の中長期的な維持管理

等に係るトータルコストの縮減

及び予算の平準化を図り、学校施

設の機能及び性能を確保するこ

とを目的として策定します。 

 

② 学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老

朽改修が必要となっている学校が

多くなっているため、緊急性に応

じて計画的に実施します。さらに、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

① 平成２８年度内に、学校 

施設長寿命化計画を策定し

ます。 

 

 

 

 

② 邑久中学校南棟大規模 

改造工事や各小学校の焼却

炉解体撤去工事など、学校施

設整備を年度内に計画的に

実施します。 

①7月に第1回目の検討委

員会を開催し、計画の目

的や必要性について情報

共有を図りました。また、

各学校施設の劣化状況を

把握するため、現地調査

を実施しました。 

②邑久中学校南棟大規模

改造工事は仮設校舎が完

成し、本体工事も順調に

進んでいます。その他、

邑久中学校プール解体撤

去工事と焼却炉解体撤去

工事は完了しました。 

①検討委員会を3回開催

し、最終案を作成しまし

た。パブリックコメント

の後、年度内に完成予定

です。 

 

 

②邑久中学校南棟大規模

改造工事は、騒音による

授業への影響を配慮しな

がら施工しているため、

進捗率は約80%ですが、工

期内に完了する予定で

す。 

①検討委員会を3回開催

し、年度内に完成しまし

た。 

 

 

 

 

②邑久中学校南棟大規模

改造工事は、工期内に完

了しました。また、計画

していた各小学校の焼却

炉解体撤去工事などの学

校施設整備は、年度内に

完了しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

幼少期の教育の重

要性に鑑み、関係

部局・関係機関と

連携しながら、支

援が必要な子ども

一人ひとりの教育

的ニーズに応じ、

多様できめ細やか

な支援を行いま

す。 

①保幼小の連携の強化 

・福祉課と連携し、共通支援シー

トの活用によって、幼稚園、保

育園の児童を小学校へスムーズ

につなげるようにします。 

・県が作成した、保幼小接続スタ

ンダードをもとに保幼小の接続

のためのカリキュラムについて

平成30年度末完成を目標に作成

に取りかかります。 

 

②支援の充実 

様々な支援の必要な子どもたち

のニーズに対応するため、研修の

場を増やし、「取り出し指導」等

の実践を行います。 

 

 

③外国語教育推進事業 

積極的にコミュニケーションを

行おうとする態度や英語の言語能

力を育成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

･「小１プロブレム」の発 

生を押さえ、問題行動や

不登校の出現率を小学校

で0.4人にします。 

・保幼小の接続のためのカリ

キュラムの作成のための

協議会を３回以上行い、授

業参観等を積極的に行え

る基盤を作ります。 

 

②支援員のための研修、特別

支援を視点においた授業づ

くりの研修等を年間３回以

上行い、学習機会を増やすこ

とにより、支援体制の充実を

図ります。 

 

③外国に興味を持ったり、英

語を使いたいと思う児童・生

徒の割合を8割以上にしま

す。 

①保幼小の連携の強化 

・本年度、｢小１ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑ｣

の報告は受けていませ

ん。不登校の報告は、現

在４名で、昨年度よりも

増加の傾向にあります。

11月と1月に、不登校につ

いての研修を行い不登校

支援についての意識を高

めます。 

・８月５日に校長・教頭

研修でカリキュラム作成

のための研修会を行いま

した。協議会に先駆け、

幼小で協議会を開いたブ

ロックもあります。 

 

②5月に特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰを中心とした研修会と

夏休みに研修を行いまし

た。次回は、11月と1月に

研修を予定しています。 

 

③外国に興味関心を持っ

て学習している児童生徒

は、87%となっています。

さらに、興味関心・意欲

の向上に努めます。 

① 保幼小の連携の強

化 

･12月現在で6名の不登

校がおり昨年度と同程

度となっている。11月

と1月に、不登校の研修

を行った。不登校の

様々なケースについて

の研修を深めた。 

･３回以上の協議会の

開催には至っていない

が、幼稚園係を中心に、

保幼でのカリキュラム

を３月中に作成する予

定である。 

 

 

② 11月に特別支援室 

での授業公開を行っ

た。参加者は少なかっ

たが、専門の指導主事

より指導助言をいただ

いた。1月の研修はでき

なかったが、学習機会

を増やす工夫をしてい

きたい。 

 

③ 幼稚園では、体を 

使い、リズムをとりな

がら外国語に触れてい

る姿が見られ幼少期か

らの外国語活動に成果

を感じている。 

① 保幼小の連携の

強化 

・３月末での長期欠席

児童・生徒は、小学校

で前年比の１２５％

(0.5 人) 、中学校で

７５％(2.36 人)とな

っており、中学校で

は、前年度より改善傾

向が見られ、目標を達

成することができま

した。 

・協議会は１回しか実

施できませんでした

が、保幼でのカリキュ

ラムはおおむね作成

できました。 

②特別支援教室で１

年間を通し、継続的に

取り出し指導を行う

ことで、落ち着いた学

習ができるようにな

っています。 

③幼稚園、小学校とも

子どもたちのほとん

どが外国語に興味関

心を持ち学習するこ

とができました。子ど

もたちの前向きな活

動の様子が感じられ

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

が連携して事業を

推進します。 

①図書館サービスの展開 

「新瀬戸内市図書館整備実施計

画」に基づき、新図書館を拠点と

した図書全域サービスをより充実

させます。 

 

 

 

 

 

 

 

②長船図書館（6月1日設置予定）

については、市全体の公共施設の

再編計画や当該施設の耐震補強へ

の対応などを考慮しつつ、一定の

施設改善を28年度内に行います。 

 

③新図書館生涯学習拠点化事業 

図書館資料だけでなく、放送大学

受信環境や高齢者向けのＤＶＤ等

の整備により、生涯にわたる学習

を多面的に支援します。 

 

④公民館は、市民図書館との文化 

財・郷土資料の展示事業や芸術文

化面での連携事業及び美術館との

森陶岳特別展などで連携し、市民

に対して新たな取組みを発信しま

す。また、児童へのICT国際交流事

業に取組むことで、各学校との連

携を持ちながら、英語教育事業を

実施します。 

①開館初年度の貸出冊数を

全域サービスの数値目標と

して全館の登録率を36.8％、

貸出冊数を約325,000冊、住

民1人当たり貸出冊数を8.6

冊、新図書館の来館者数を約

130,000人とします。 

会議室等の稼働率を上げる

べく、読書会、映画会、情報

探索講座等の事業企画を月

３回実施します。 

 

②長船図書館の書架間隔を

広げ低書架にする等、施設の

改善を28年度内に完了させ

ます。 

 

③邑久高校への事業紹介を

年３回、市内高齢者施設への

DVD貸出PRを月１回実施しま

す。 

 

 

④埋蔵文化財や郷土資料の

ロビー展示や、音楽コンサー

トなどのロビーコンサート

の実施を企画します。 

芸術文化事業及び喜之助フ

ェスなどを各社会教育施設

等との連携事業で進めます。

さらに菊花展など既存事業

のさらなる充実を図り、市内

３館および分館の利用人数

を年間約175,000人としま

す。 

①9月末の利用登録

者数は、15,017人で、

対人口比39.5%とな

り、既に目標を上回

る数値となっていま

す。貸出冊数は、

132,945冊でした。ま

た、新図書館の来館

者は、70,002人で一

日平均707人となっ

ています。 

 

②長船図書館の設計

委託を完了し、工事

請負入札の準備が整

いました。また、資

料の移管等も行いま

した。 

③邑久高校の運営 

会議に参加し、学校

の要望聞き取りと図

書館PRを行ないまし

た。 

 

④各社会教育施設と

公民館との連携事業

や文化事業を予定通

り実施しています。

喜之助フェスでは夏

ボラの活躍もあり盛

況に行われました。

菊花展も国からの表

彰も受賞が決定し、

着々と準備を進めて

いる状況です。 

①1月末の利用登録

者数は、15,357で、

対人口比40.4%とな

り、既に目標を上回

る数値となっていま

す。貸出冊数は、

224,370冊でした。ま

た、新図書館の来館

者は、117,963人で一

日平均614人となっ

ています。 

 

②長船図書館の改修

工事を完了し、書架 

の入れ替えを完了さ

せました。配架作業

を進めています。    

 

③邑久高校図書委員

会に協力頂き図書館 

イベントを実施する

プロセスで邑久高校

生の図書館理解を図

りました。 

④各3館での文化祭

は2,700人増加、菊花

展は2,500人増加の

参加となりました。3

小学校との連携を持

ちながら、ICT国際交

流事業に取組み英語

教育事業を実施しま

した。毎月のロビー

コンサートで利用者

が増加しています。 

①3 月末の利用登録

者数は、15,599人で、

対人口比41%となり、

既に目標を上回る数

値となっています。

貸出冊数は、287,854

冊でした。また、新

図書館の来館者は、

143,096 人で一日平

均 600 人となってい

ます。 

 

②長船図書館の配架

作業を完了させ、3

月 7 日リニューアル

オープンしました。    

 

 

③邑久高校図書委員

と引き続き連携事業

の検討をしていま

す。 

 

④年間を通じて各種

ロビーへの展示を実

施しました。ロビー

での音楽コンサート

は 12 回実施し年間

1,500 人を超える参

加者がありました。 

市内 3 館において連

携事業などの新たな

取組みにより利用者

は、年間約 190,000

人となりました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

現計画が平成28年

度で終了すること

から、「スポーツ

を通じて健やかに

暮らせるまち」の

実現のため、平成

29年度から10年間

を計画期間とし

た、次期スポーツ

推進計画を策定し

ます。 

スポーツ推進計画は、第２次瀬

戸内市総合計画の個別計画として

位置づけられ、その内容は、「ス

ポーツ活動の場所と機会の提供」

「多様なスポーツ活動の支援」「ス

ポーツ団体の支援」「スポーツ指

導者・ボランティアの育成」「ト

ップレベルで活躍する選手等の支

援」の５項目を基本施策とし、さ

らに各項目を細分化し、目標の実

現を目指します。 

① 住民アンケートの実施 

市内2,000件を無作為抽出

し、アンケートを実施すると

ともに市内各小中学校でも

実施し、その結果を計画に反

映させます。 

②計画案の作成 

12月を目途に計画案を作成

し、スポーツ推進審議会にお

いて検討を行います。 

③計画の策定 

平成28年3月を目途に計画を

策定します。 

① 住民アンケート

の実施 

市内2,000件及び市

内小中学校児童生徒

アンケートは7月中

に終了。 

回収率 

 市民ｱﾝｹｰﾄ：44.8％ 

 中学生  ：95.1％ 

 小学生  ：96.7％ 

② 計画案の作成 

アンケートの実施に

よる考察等を加筆

し、９月末に完成。 

③計画の策定 

10月に審議会を開催

し、意見をいただき

ます。以降策定に向

けて作業を実施。 

①住民アンケート等

の実施により、市民

のスポーツに関する

実態が把握できたた

め、結果に考察を加

え計画案に反映させ

ました。 

②2月1日開催のスポ

ーツ推進審議会にお

いて、計画案を完成

させ、答申内容を決

定する予定です。 

③2月開催の教育委

員会議にて諮問に係

る答申予定です。会

議の内容を受け、3

月中に計画を策定す

る予定です。 

①住民アンケートの

結果から市民のスポ

ーツ活動等の実態を

把握し、計画に反映

させました。 

 

 

②教育委員会の諮問

に対し、スポーツ推

進審議会から教育委

員会に計画案として

答申されました。 

③2 月開催の教育委

員会議において、ス

ポーツ推進審議会か

らの答申を受け、計

画の策定について決

定され、3 月に計画

が製本されました。 

5 

古くから継承され

てきた歴史遺産や

伝統文化を保護、

保存、そして公開

し、市民の郷土文

化への関心が高ま

るように努めま

す。 

①国庫補助事業を活用し、経年劣

化している国指定重要文化財「大

賀島寺木造千手観音立像」の保存

修理を行うとともに、安置してい

る本堂に防火施設整備工事を実施

し、貴重な文化財を次代に継承し

ます。 

 

②美術館では岡山県重要無形文化

財保持者の森陶岳の足跡を網羅し

た特別展「森陶岳の全貌展」や博

物館では特別展「お守り刀展覧会」

などを通じて歴史を学び、すぐれ

た伝統技術の継承と向上を図りま

す。 

①木造千手観音立像保存修

理、本堂防火施設整備工事を

３月末までに完了します。 

 

 

 

 

 

②目標入館者数 

美術館：21,000 人 

博物館：46,000 人 

①木造千手観音立 

像保存修理は 6 月 1

日美術院国宝修理所

へ搬出し修理中。本

堂防火施設整備工事

は 8 月に実施設計を

終え。9月 13 日に工

事入札で施工業者が

決定しました。 

② 9 月末入館者数 

美術館：9,190 人 

博物館：31,564 人 

① 木造千手観音立 

像保存修理は、3 月

下旬の搬入に向け順

調に進行中です。 

本堂防火施設整備工

事は、1月 20 日に現

地を確認、防火水槽

及びポンプ庫壁面の

コンクリート打ちが

終了し 3 月中頃完了

予定です。 

② 1 月末入館者数 

美術館：12,699 人 

博物館：43,652 人 

① 木造千手観音立 

像保存修理は、保存

修理を終え3月23日

に寺へ搬入し本堂に

安置しました。 

本堂防火施設整備工

事は、3月 14 日に完

成。15日に監理検査

を受け完了しまし

た。 

 

② 3 月末入館者数 

美術館：17,524 人 

博物館：50,432 人 

 
 


